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1924（大正13）年　島根県立美術館蔵

〈1月2日から2月15日まで「しまね画人伝」（企画展示室）にて展示〉

「旅みやげ第三集 出雲美保ケ関」　川瀬 巴水  作
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　川瀬巴水は昭和の広重と称され、
海外でも人気の高い風景版画家である。描きためた写生帖を大正12
年の関東大震災で焼失、102日間の写生旅行に出た。島根県には12
月初旬から年末にかけて滞在し、浮世絵研究家でコレクターの桑原羊
次郎にも会っている。全国各地を約600点に及ぶ版画にした巴水。そ
のうち島根県を描いたものは、摺り違いも含めると10点を超える。
　美保関には２日続けて朝に訪れている。近眼だった巴水は、夜景を
写生した時はとくに、翌日も出かけて描き足さないと不安であったよう
だ。巴水の目を通して、同じ場所、時、天候を共有してほしいという思

いが、丹念に作り込まれた版画から伝わってくる。制作欲をかき立てら
れたのであろう、美保関を題材にした作品はさらに一点存在する。
　常夜灯を中心に東からの陽射しを受けて細波が寄せる湾を、俯瞰
的視線で捉える。この作品では、何点か試験的な版画表現が見られ
る。ほんのりと茜色に染まる雲が浮かぶ空は、銅版画のような細い線
の集積で表されている。また、山肌は緑色の点描で描かれる。山が迫
る湾をかこむ静かな漁村は、いつもと同じように朝を迎えている。これ
ぞ名所絵というよりも、作家の実感に基づいた、何気ない生活の寸描
が巴水の良さである。

＊表紙作品解説＊

第３回  島根県教職員退職互助代表者会の開催について
　去る平成27年11月12日、サンラポーむらくもにおいて今年度の島根県教職員退職互助代表者会が開
かれました。
　今回の会議では、互助会事務局から互助会の今年度上半期の運営状況について説明するとともに、
一般財団法人移行後の地区会と支局との関わりについて改めて理解を求めました。
　会議員からは、これからの退職互助医療制度に対する希望や広報紙の配付をお願いしている連絡員
制度のことなど、事業運営に関してたいへん活発に意見が出されました。代表者会でのご意見は、必要
に応じて評議員会や理事会に届けられることになりますが、事務局としても貴重なご意見としてこれから
の業務運営の参考にさせていただきます。

６月から７月にかけて、島根県教職員退職互助各地区会の総会が開かれました。

大田地区会と邇摩地区会が統合
　大田地区会では、邇摩地区会との統合後初の総会が、開かれました。統合により大田地区会はエリアが広がり、連絡員の
役割を松江地区会、益田･鹿足地区会に次ぐ規模の50人の方々に担っていただいています。

平成27年度 退職互助地区会総会開催状況
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支局名 地区会名 開催日 開催場所 参加者数 実施内容

松　江
松　江 27. 6. 5（金） ホテル一畑 150人 総会行事・講演「近くて遠い中国」・クラブ発表・

全員合唱・懇親会
安　来 27.6.26（金） 夢ランドしらさぎ 50人 総会行事・会員の集い
八　束 27.5.29（金）～30（土） 三重県鳥羽市 16人 総会・研修旅行（伊勢・鳥羽方面）

出　雲

出　雲 27.  7. 3（金） ラピタウェディングパレス 130人 総会行事･会員の集い（講演「杵築富くじ興行と
その経済効果」）・懇親会

平　田 27. 6.14（日） ホテルほりえ 43人 総会行事・懇親会

仁　多 27. 7. 9（木） 玉峰山荘 38人 総会行事、講演会「暮らしの中の認知症｣、昼食・
懇親会

大　原 27. 7. 4（土） 加茂健康福祉センター 60人 総会行事・昼食・懇親会

飯　石 27. 7. 7（火） 三刀屋交流センター 22 人 総会・説明会（互助会･教弘会外）・昼食会・懇
談会

簸　川 27. 6.19（金） ラピタウェディングパレス 70人 会員の集い･総会行事･講演「田儀櫻井家のた
たら遺跡について」･懇親会

浜　田

浜　田 27. 6.19（金） 浜田ステーションホテル 90人 総会・会員の集い・昼食会
大　田 27. 6.18（木） 大田パストラル 77人 総会行事・懇親会
江　津 27. 7. 3（金） パレス和光 74人 総会行事・講演 「笑って元気、心も元気」・昼食会
邑　智 27. 7.10（金） 悠邑ふるさと会館 42 人 総会・講演「久喜銀山について」・会食

益　田 益田・鹿足 27. 7. 7（火） サンパレス益田 140人 総会行事・演奏会「一期一会　私のモデル」・
会員の集い

隠　岐 隠　岐 27. 7.22（水） レインボーアリーナ 32 人 総会行事・研修会（講演「外国人の見た隠岐の魅力」）・
軽スポーツ（室内グランドゴルフ・フォークダンス）



区地 会だより

地
域
で
の
新
鮮
な
ふ
れ
あ
い

退
職
互
助
仁
多
地
区
会
副
会
長
　
　
長
瀬
　
安
弘

　

私
の
退
職
後
の
第
二
の
人
生
は
今
年
で

十
三
年
を
数
え
ま
す
。
現
職
時
の
対
人
関

係
は
保
護
者
さ
ん
と
の
も
の
が
中
心
で
、

そ
れ
も
学
校
行
事
に
関
わ
る
極
限
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
退
職
後
の
生
活

で
は
現
職
時
代
に
は
無
か
っ
た
新
鮮
な
体

験
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。

其
の
一
　
幼
稚
園
で
の
盆
踊
り
活
動

　

私
は
退
職
と
同
時
に
地
域
の
二
つ
の
幼

稚
園
兼
務
の
嘱
託
園
長
を
計
六
年
間
務
め

ま
し
た
。
年
間
園
行
事
は
常
に
二
度
行
う

等
忙
し
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遊
び
を

核
と
す
る
実
体
験
の
集
団
活
動
が
学
び
の

全
て
と
な
る
幼
稚
園
勤
務
は
気
分
的
に
は

心
地
よ
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
区
の
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
演
ず
る
盆
踊
り
の
姿
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
私
は
、Ａ
幼
稚
園
の
職
員

会
に
盆
踊
り
の
開
催
を
提
案
し
ま
し
た
。

す
る
と
こ
の
提
案
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進

み
ま
し
た
。

　

後
で
分
か
り
ま
し
た
が
、Ａ
地
区
に
は

「
廃
れ
た
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
盆

踊
り
保
存
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
が
う
ま

く
行
か
ず
数
年
で
休
止
状
態
に
な
り
、
現

在
に
至
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
発

起
人
の
会
長
さ
ん
は
私
が
よ
く
知
っ
て
い

る
方
で「
そ
れ
は
願
っ
て
も
無
い
こ
と
で
、

園
児
が
核
に
な
れ
ば
期
待
で
き
る
。
但
し

一
度
始
め
た
か
ら
に
は
中
途
で
の
安
易
な

中
断
は
し
な
い
と
約
束
し
て
欲
し
い
」の

堅
い
了
解
の
下
、
音
頭
方
始
め
当
時
の
発

起
人
の
主
だ
っ
た
方
々
に
幼
稚
園
関
係
者

が
加
わ
り
、
新
た
な
同
好
会「
盆
踊
り
研

究
会
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
助
成
金

も
得
て
大
太
鼓
等
も
揃
え
、
第
一
回
の
盆

踊
り
大
会
を
小
学
校
校
庭
に
て
開
催
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
運
営

費
は
同
好
会
会
員

の
会
費
を
充
当
し
、

殆
ど
の
作
業
は
奉

仕
で
行
い
、
当
日

の
参
加
者
へ
の
景

品
配
布
も
僅
か
な

予
算
の
範
囲
内
で

実
施
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
実
践

の
積
み
重
ね
で
、

盆
踊
り
は
必
ず
地

域
に
広
ま
っ
て
い

く
は
ず
と
の
思
い

で
皆
頑
張
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、

当
初
年
一
回
の
盆

踊
り
開
催
は
関
係

施
設「
み
ざ
わ
の
館
」の
運
営
で
す
。

　

賄
い
方
を
一
手
に
担
当
さ
れ
る
女
性
会

員
に
対
し
、
宿
・
日
直
勤
務
に
併
せ
て
の

客
の
人
数
に
応
ず
る
部
屋
の
設
営
及
び
接

待
、
野
菜
等
の
食
材
の
栽
培
方
等
が
男
会

員
の
仕
事
で
す
。
加
入
直
後
の
数
回
の
会

合
で
、
お
客
へ
の
具
体
的
対
応
の
仕
方
の

各
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
論
議
は
盛
り

上
が
り
ま
す
が
私
に
は
そ
の
殆
ど
が
飲
み

込
め
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
そ
の
場
面
に
直
面
し
て
徐
々
に

身
に
付
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

意
外
に
早
く
そ
の
機
会
は
来
ま
し
た
。
月

二
回
ず
つ
の
宿
日
直
が
割
り
当
て
ら
れ
た

の
で
す
。

　

最
初
の
月
は
、
宿
直
も
、
昼
間
八
時
間

の
日
直
も
予
定
客
が
無
く
専
ら
電
話
番
に

終
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
月
の
勤
務

は
図
ら
ず
も
日
直
も
宿
直
も
予
定
客
該
当

の
勤
務
と
な
り
、
身
を
も
っ
て
味
わ
う
接

待
の
新
鮮
で
中
身
濃
い
体
験
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
二
十
四
人
の
お
客
さ
ん
と
の
初

対
面
と
な
っ
た
日
直
は
、
先
輩
会
員
さ
ん

と
の
二
人
対
応
で
す
。
会
食
部
屋
の
設
営
、

膳
の
配
置
、
お
客
さ
ん
へ
の
挨
拶
等
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

未
だ
日
は
浅
い
の
で
す
が
、
先
輩
会
員

が
、
常
時
参
加
さ
れ
る
十
五
〜
六
名
の
会

員
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し
、
活
動
を
通
し

て
会
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
自

ら
率
先
し
て
て
き
ぱ
き
と
労
働
に
従
事
さ

れ
る
姿
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
館
で
の
接
客
に
は
事
細
か
な
対

応
が
必
要
で
、
新
た
な
貴
重
な
学
び
の
場

と
し
て
も
そ
の
な
り
ふ
り
を
見
て
教
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
か
ら
の「
地
元
広
場
で
も
開
催
し

て
欲
し
い
」と
の
申
し
出
や
、
老
人
施
設

で
の
納
涼
祭
等
、
複
数
回
に
広
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
園
舎
前
、
小
学
校
校
庭
で

の
本
大
会
参
加
者
は
幾
分
は
増
加
し
ま
し

た
が
、
画
期
的
展
開
に
は
程
遠
く
、
そ
れ

故
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
参
加
者
増
加
策
の
知

恵
を
絞
り
、
工
夫
し
、
全
て
奉
仕
で
そ
れ

こ
そ
本
気
で
力
を
合
わ
せ
、
暑
い
中
汗
を

流
し
頑
張
っ
た
充
実
感
は
格
別
で
し
た
。

　

若
者
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
男
女
の
区

別
な
く
、
様
々
な
職
業
の
方
と
共
に
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
幼
稚
園
は
幼
児
園
に
変
わ
り
、

会
長
さ
ん
初
め
メ
ン
バ
ー
に
交
代
が
あ
り
、

開
催
方
法
も
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

し
っ
か
り
地
域
に
根
付
き
、
展
開
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
其
の
二
　「
と
ん
ぼ
の
会
」へ
の
加
入

　

幼
稚
園
を
退
職
す
る
と
、
そ
れ
を
待
っ

て
い
た
よ
う
に
地
域
で
の
様
々
な
役
割
が

回
っ
て
来
ま
し
た
。
教
育
振
興
会
会
長
等

計
七
つ
の
役
職
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
新
た
に
地
域
を
代
表
す
る
城
跡「
要

害
山
」の
麓
の「
み
ざ
わ
の
館
」を
運
営
す

る「
と
ん
ぼ
の
会
」へ
も
加
入
し
ま
し
た
。

　

加
齢
と
共
に
頭
の
回
転
も
悪
く
な
り
全

く
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
全
く
の
奉
仕
で
地
域
振
興
の
た
め
に

奮
闘
さ
れ
る
姿
に
感
銘
し
、
一
翼
を
担
い

た
い
と
の
思
い
で
決
断
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
仕
事
は
、
主
と
し
て
要
害
山
来

訪
者
の
利
便
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
宿
泊

A地区の盆踊り
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区地 会だより

地
区

活
動

会

楽
し
み
は
、

  

後
ろ
に
柱
、前
に
酒…

仁
多
地
区
会
　
常
任
幹
事

落
合
　
俊
夫

　
「
楽
し
み
は
何
で
す
か
」
と
訊
ね
ら
れ
て
、

題
に
あ
る
よ
う
な
戯
歌
で
答
え
て
み
る
の

も
一
興
で
あ
る
。

　

私
は
落
語
が
好
き
で
、
ブ
ル
ー
レ
イ
で

自
動
録
画
し
、
そ
れ
を
Ｃ
Ｄ
に
焼
い
て
、

ド
ラ
イ
ブ
の
友
と
し
て
い
る
。
三
冊
の
Ｃ

Ｄ
ケ
ー
ス
に
収
ま
る
演
目
数
は
、
千
を
越

え
て
い
る
。

　

落
語
の
楽
し
み
は
、「
落
ち
（
さ
げ
）」
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
演
者
、
演
目
で
も
、

時
と
場
所
に
よ
っ
て
違
う
「
マ
ク
ラ
」
に
も

あ
る
。

　

そ
の
マ
ク
ラ
で
、「
楽
し
み
は
、後
ろ
に
柱
、

前
に
酒
、
左
右
に
女
、
懐
に
金
」
を
聞
き
、

得
心
し
た
。

　

酒
席
で
、
後
ろ
に
縋
れ
る
「
柱
」
が
あ
る

の
は
、
酔
い
が
廻
る
に
つ
れ
、
あ
り
が
た
い
。

勿
論
、
美
女
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
も
良
い
。

前
に
は
、
極
上
の
酒
が
あ
り
、
懐
に
は
大

金
が
あ
る
。
こ
う
な
れ
ば
正
に
至
福
の
時

で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
そ
ん
な
機
会
は

一
度
も
無
い
が
。

　

こ
の
戯
歌
に
、
私
な
り
の
追
加
を
す
れ
ば
、

「
目
に
桜
、
口
に
は
ふ
く
（
河
豚
）」
と
続
け

た
い
。

　

満
開
の
桜
と
青（
夜
）空
。
冬
の
夜
の
ふ
く

料
理
。
ど
ち
ら
も
楽
し
み
を
増
す
趣
で
あ
る
。

　

昨
年
の
春
に
、
こ
の
戯
歌
の
実
行
と
ば
か

り
、連
合
い
と
車
で
「
花
の
旅
」
に
出
か
け
た
。

　

三
月
末
に
は
、
吉
賀
町
の
カ
タ
ク
リ
の
花

に
始
ま
り
、
錦
帯
橋
、
瑠
璃
光
寺
等
の
桜
を

堪
能
し
た
。

花
の
旅

　
湯
田
梅
の
家
で

　
　
　
　
ふ
く
三
昧

　

四
月
に
は
、
津
山
城
跡
の
桜
、
神
庭
の
滝

の
水
し
ぶ
き
と
新
緑
、
湯
原
温
泉
の
「
も
ん

げ
ー
膳
」
で
、
春
を
楽
し
ん
だ
。

若
葉
萌
ゆ
　
神
庭
の
滝
を
　
夫
婦
旅

　

蛇
足
だ
が
、
私
の
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
に
、

地
元
の
冷
酒
を
味
わ
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

振
る
舞
い
方
も
宿
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
こ

と
に
驚
く
。
最
悪
な
の
は
、
器
に
移
し
て
出

さ
れ
る
こ
と
。
い
く
ら
洒
落
た
器
で
も
興
ざ

め
で
あ
る
。
栓
を
開
け
な
い
瓶
の
ま
ま
出
し

て
欲
し
い
。
酒
瓶
を
氷
を
盛
っ
た
器
に
埋
め

て
、
さ
ら
に
花
を
一
輪
添
え
て
あ
る
宿
に
は

「
お
も
て
な
し
」
の
心
遣
い
を
感
じ
た
。

に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
海
の
幸
と

港
町
の
古
き
良
き

時
代
の
面
影
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

  

三
、
仁
多
の
食
を
楽
し
む
会

　
第
一
回
は
横
田
の
ビ
ス
ト
ロ
「
ソ
ラ
」

で
フ
レ
ン
チ
を
味

わ
っ
た
。
地
元
出
身

の
シ
ェ
フ
か
ら
は
、

奥
出
雲
の
野
菜
を
生

か
し
た
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
提
供
と
町
お
こ

し
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

  

四
、
寄
せ
植
え
づ
く
り

　
お
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
欠
か
せ
な
い

松
竹
梅
を
使
っ
た
本
格
的
な
「
正
月
の
寄
せ

植
え
作
り
」
を
実
施
。
多
数
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
き
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  

五
、
人
間
ド
ッ
ク
補
助

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
一
人
に
つ
き
一

万
円
の
補
助
（
先
着
五
名
）
を
し
て
い
る
。

  

六
、
会
報
の
発
行

　
会
報
「
あ
か
ね
」
は
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
親
密
な
も
の
に
す

る
た
め
、
年
二
回
発
行
し
て
い
る
。
会
員
に

親
し
ま
れ
、
今
回
で
第
二
十
五
号
を
発
行
す

る
運
び
と
な
っ
た
。

　

仁
多
地
区
会
は
、
百
五
十
一
名
の
会
員
で

各
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

  

一
、
総
会
・
研
修
会

　

今
年
度
の
総
会
は
七
月
九
日
（
木
）、
玉

峰
山
荘
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

会
員
三
十
九
名
、
来
賓
は
県
教
職
員
互
助
会

事
務
局
次
長
今
渡
公
夫
氏
、
出
雲
支
局
佐
貫

瑞
枝
氏
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
。
昨
年
度

の
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
、
予
算

が
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

研
修
会
で
は
互
助
会
よ
り
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　

講
演
会
は
、
認
知
症
を
よ
く
理
解
す
る
た

め
「
ふ
る
さ
と
の
杜
」
施
設
長
吉
川
英
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
暮
ら
し
の
中
の
認
知
症
」

と
題
し
て
の
講
話
は
好
評
で
あ
っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
昼
食
会
へ
と
移
り
、

恒
例
と
な
っ
た
佐
貫
さ
ん
の
舞
踊
の
披
露
が

あ
っ
た
。
終
わ
り
に
全
員
で
合
唱
を
行
い
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

  
二
、
厚
生
旅
行

　

本
年
度
の
厚
生
旅
行
は
尾
道
松
江
線
「
中

国
や
ま
な
み
街
道
」
の
全
線
開
通
に
因
ん
で
、

万
葉
の
時
代
か
ら
潮
待
ち
風
待
ち
の
港
と
し

て
、
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
名
勝
の
地
で
あ

る
、福
山
市
鞆
の
浦
へ
日
帰
り
旅
行
を
行
っ
た
。

　

遠
路
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
十
七
名
の
会
員

退
職
互
助
仁
多
地
区
会

 

幹
事

響
　
　
芳
　
秋

錦帯橋の桜

仁多の食を楽しむ会

やまなみ街道で行く鞆の浦の旅

神庭の滝
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平成27年度文化講演会を開催しました
　11月1日（日）しまね教育の日に、益田市の島根県芸術文化センター グラントワにおいて平
成27年度文化講演会を開催しました。
　当日は雨の降るあいにくの天候でしたが、800人を超える多くの聴講者が来場されました。
　今回の講演会は、独特の健康法でダイエットとアンチエイジングに成功し、若返り法や健康

法に関する著書がベストセラーとなり、ニュース番組、テレビ東京「主治医が見つ
かる診療所」等に出演されている 南雲 吉則 先生（ナグモクリニック総院長・
医学博士）を講師にお迎えいたしました。
　南雲先生は、会場の「なぐちゃーん」の掛け声とともに客席をまわり、聴講
者と握手をされながら入場され、いつもの文化講演会とは一味違った始まり
でした。スライドを使い、アンチエイジングやダイエット及び健康についてわ
かりやすく講演をしていただきました。

2月、3月、4月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

締 切 日
毎月20日17：15まで（土・日・祝日の場合は前日）

平成28年２月19日（金）
平成28年３月18日（金）
平成28年４月20日（水）

平成28年３月28日（月）
平成28年４月26日（火）
平成28年５月26日（木）

送 金 日
毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

締切日は､会員の居住地域を担
当する支局及び事務局への到
着日です。
請求書の提出先が各支局となっ
ている方が､事務局へ提出され
ても構いませんが､その場合は、
事務局から担当の支局へ転送
し、支局への到着日が書類受理
日となります｡

医療補助金等の送金スケジュールについて

確定申告に関するお問い合わせをまとめましたので、ご確認ください。

退職互助医療制度と確定申告について 

山陰合同銀行木次支店の名称変更及び三刀屋支店の統廃合に伴う給付金口座の変更手続きについて

〈注　意〉

互助会から医療補助金及び入院見舞金の給付を受けていても、かかった医療費全額は、医療費控除の
対象となりますか。

医療費控除の対象となる金額は、次の式で計算した金額です。

Q1

A1

入会時に納入した拠出金は、「生命保険料控除」及び「社会保険料控除」の対象になりますか。

加入時に納入された拠出金は、確定申告時の「生命保険料控除」及び「社会保険料控除」の対象には
なりません。（所得税法７４条、７６条）

Q2

A2

1年間（1月～ 12月）
で支払った医療費の
総額

保険金などで補てんされる金額
※互助会の医療補助金・入院
見舞金は該当します。

10万円
（所得の合計金額が200
万円までの人は、所得
の合計金額の5%）

医療費控除の対象
となる金額
（最高200万円）

　上記の式からもわかるように、窓口で支払った医療費の全額が、互助会からの医療補助金・入院見舞金により
補てんされる場合は、医療費控除の対象額はないことになります。
　なお、窓口で支払った医療費のうち、健康保険適用外（互助会の医療補助金の給付対象外）で、医療費控除の
対象になる「医療費」として認められる場合もありますので、税務署にお尋ねください。

　平成28年1月18日から、山陰合同銀行の木次支店及び三刀屋支店について、店舗の名称変更及び口座番号が変更される予定です。
　このため、これらの支店の口座を医療補助金等の給付金等受領口座に指定されている方については、口座の変更が必要となりますが、
当会において、山陰合同銀行に確認のうえ変更処理を行いますので、ご承知ください。

＜参考＞医療費控除の対象となる例の一部
■次のような費用で診療や治療を受けるために直接必要なもの
・医師等による診療等を受けるための通院費
・入院の対価として支払う部屋代
（施行令207条第４号、所得税基本通達73-3）

- - =
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確定申告が必要な場合 !

◇平成27年中に退職された方へ
平成27年中に退職され再就職されていない方は、年末調整がされていませんので、確定申告を行うことによ
り所得税が還付される場合があります。 
◇公的年金等を受給されている方へ
平成27年中に受け取った公的年金等の収入金額の合計額が400万円を超える方及び、公的年金等の収入金
額の合計額が400万円以下の方でも、公的年金等以外の所得金額が20万円を超える方は、確定申告書の提
出が必要です。

金額等を入力 郵送等で提出

退職された方や、年金所得のある方でも
確定申告が必要となる場合があります。

確定申告が必要な方

国税庁ホームページの

簡単に申告書の作成ができます!!
「確定申告書等作成コーナー」で

国税庁HPの確定申告書等作成
コーナーにアクセスし、画面の
案内に従って確定申告書等を
作成する。 

作成したデータを印刷し、添付書
類と一緒に郵送等で提出する。

作成コーナーでe-Tax（電子申告）を利用して送信される場合は、税務署までお問い合わせ下さい。

書
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大根の酢漬け・かぶの千枚漬け
手軽に出来る酢漬け

1. 調味液の作り方

退職互助飯石地区会　景山　博恭
農産加工

á la carte

　漬け物は、家により味が違います。その家庭のお母さんの味と言っても良いと思います。最近は、様々な漬け
物がスーパーの店頭に並び、手軽さからそれを利用しがちになるのもやむを得ません。
　食卓に手作りの漬け物が一品あると、その食卓が華やぎ一層楽しいものになるのではないか?　また、その
漬け物の出来具合を通して、家族の会話も進むのではないかと思います。
　しかし、元来、漬け物は、大量に漬けたものの方がまろやかで美味しく、味が一定しています。少人数のご家
庭では、少量しか必要が無く、無駄になってしまうことが多いことも実際ではよくあることです。
　そこで、今回は、僅かな種類の材料で、しかも手軽に出来る酢漬けを作ってみました。ご紹介します。基本的
には、私が現役の頃、松江農林高校の実習指導で作っていた「大根の酢漬け」及び「かぶの千枚漬け」の製造手
順・調味液配合をアレンジし、簡略化したものです。

市販のらっきょう酢に10％の砂糖を加え、沸騰させずに暖めながら溶かします。
多めに作っておき、実用に応じ利用できるようにした方が便利です。
砂糖の量は、各家庭によりお好みにより変化させてお作りください。

………………「大根の酢漬け」及び「かぶの千枚漬け」両方に使える。

2. 大根の酢漬けの作り方
材料:大根1本（新鮮なもの）、昆布1枚(長さ20㎝、幅7㎝位、千切りにしておく。）、食塩、鷹の爪1から2本または、

ゆず半分（果汁は調味液にいれ、果皮はスライスにしておく。）、調味液
道具:小型の漬け物容器──無ければ、ナイロン袋

❶大根の皮をむく。大根内
部の編み目構造部分が出る
まで丁寧に剥皮する。表皮
があると、塩や調味液のな
じみが悪くなり、味が染み
こみにくくなる。

❷剥皮した大根を漬け物容
器に入る長さに切り容器に
入れる。
❸大根全体が十分浸る程
度に水を入れ、全体の重量
を量る。─大根と加えた水の
合計重量を確認しておく。

❺この状態で3～4日冷所に置き、
塩漬けの大根を作る。（安全なのは
冷蔵庫）
❻塩漬け大根を取り上げ水を切り、
昆布、鷹の爪（又はゆず）を容器に入
れた後、調味液を大根全体が浸る
程度加え、軽く蓋をして5～6日置く
と味が付く。

3. かぶの千枚漬け
材料:白かぶ又は赤かぶ1本（新鮮なもの、500g位）、食塩、昆布1枚(長さ20㎝、幅7㎝位、千切りにしておく。）、

鷹の爪1から2本  または、ゆず半分（果汁は調味液にいれ、果皮はスライスにしておく。）、調味液
道具:小型の漬け物容器、深めの円形の大皿

❹大根と加えた水の合計
重量の5％量の食塩を❸に
入れ食塩を十分とかし、大
根全体が食塩水に浸るよう
に、軽く押し蓋をする。
（注意）漬け物容器がない
場合は、ナイロン袋に大根
全体が浸るように水を入
れ、同様に食塩を加えた後、
袋中に空気が無いようにし
て結ぶ。

❷剥皮した「かぶ」をス
ライサーで1㎜位の厚さ
にスライスする。

❻調味赤酢液を「スライス
かぶ」全体が浸る程度に入
れ、そのまま冷蔵庫で保
存する。

❼一日おけば食べることが
出来るようになるが、味が
染みこみ、まろやかさが出
てくるのは3～4日後。

（赤かぶの場合は、事前に作っ
た調味赤酢液を使えば、全
体がピンク色に着色する。）

❶「かぶ」の表皮を剥皮
する。（赤かぶの場合は、
皮の色素を利用する為、
皮を瓶に入れその上に
調味液を入れ一日漬け
て、調味赤酢液を作っ
ておく。）

❸スライスした「かぶ」を円
形の大皿に円形の形に並べ
一重毎に少量の食塩をまぶ
しながら、これを繰り返す。
❹さらにラップをかけ、一
日漬け込み、出た水分を切
る。

❺千切りにした昆布と鷹の
爪又はゆずスライスを上か
ら適量振りまく。
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謹んでご冥福をお祈りいたします

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。

〔ホームページURL〕http://www.shimakyogo.jp/
〔会員頁〕ユーザー名 : kaiin    パスワード: gojo

事務局だより

　
今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

な
の
か
暖
冬
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
な
る
と
山
か
ら
下
り
て
く

る
動
物
が
増
え
る
そ
う
で
す
。
最
近
、

街
に
猿
が
出
没
す
る
こ
と
が
あ
り
、
驚

か
さ
れ
ま
す
。
農
業
に
も
影
響
が
出
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
社
会
も
自
然
も

激
変
の
昨
今
で
す
。

　
川
瀬
巴
水
氏
の
表
紙「
新
版
画
」は
大

正
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
ほ
っ
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
新
し
い
も
の
を
求
め

続
け
た
巴
水
氏
の
粘
り
強
い
力
も
感
じ

ま
す
。
是
非
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
た
い
も

の
で
す
。

　
さ
て
、
仁
多
地
区
会
か
ら
玉
稿
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
の
人
生
を
地
域

の
核
と
な
り
、
力
強
く
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
様
子
や
日
々
の
暮
ら
し
を
前
向
き

に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
笑
い
は
健
康
の
基
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
笑
っ
た
り
、
気
分

の
よ
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
求
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
地
区
会
活
動
も
含
め
、
人

や
も
の
と
の
つ
な
が
り
の
構
築
が
よ
り

よ
い
暮
ら
し
の
カ
ギ
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
県
か
ら
の
情
報
は
、
会
員
の
皆
様
の

暮
ら
し
を
結
ぶ
大
切
な
も
の
で
す
。
再

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
干
支
は
、
申
で
す
。
嫌
な
こ

と
は
去
り
、
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
年
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
楽
し
い

二
〇
一
六
年
の
扉
が
開
き
ま
し
た
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
岡
）

甲斐下正四  様（千葉県白里町）20.  4.26（88歳）
長岡　　博  様（出 雲 市）22.12.30（87歳）
甲斐下佐津喜  様（千葉県白里町）24.  1.17（87歳）
伊勢紀世子  様（松 江 市）25.  4.  3（97歳）
荻野　恭二  様（松 江 市）26.  8.  8（73歳）
伊藤寿美恵  様（出 雲 市）26.11. 21（95歳）
木佐　英男  様（出 雲 市）26.11. 27（92歳）
中田　真済  様（松 江 市）27.  2.  9（83歳）
佐田　正人  様（邑 南 町）27.  7. 14（86歳）
黒崎トメ子  様（河内長野市）27.  8.  5（87歳）
景山　芳人  様（奥出雲町）27.  9.25（86歳）
島田　壽子 様（益 田 市）27. 9. 26（82歳）
景山　久子  様（雲 南 市）27.10.  1（75歳）
寺本　洋子  様（松 江 市）27.10.  6（86歳）
根宜千恵子  様（大 田 市）27.10.  6（84歳）

奥村　　健  様（松 江 市）27.10.  9（89歳）
越野　　庸  様（出 雲 市）27.10.16（82歳）
加藤　陽子  様（雲 南 市）27.10.23（81歳）
金田　　武  様（浜 田 市）27.10.25（83歳）
木村　幸代  様（隠岐の島町）27.10.31（90歳）
朝枝　　利  様（益 田 市）27.11.  1（97歳）
乙原　田鶴  様（江 津 市）27.11.  5（80歳）
大江　秋美  様（益 田 市）27.11.  9（84歳）
横田　鶴男  様（江 津 市）27.11.11（90歳）
古川スミエ  様（邑 南 町）27.11.11（74歳）
前田　節夫  様（松 江 市）27.11.21（89歳）
熱田　瑞代  様（大 田 市）27.11.22（84歳）
渡邊　一郎  様（大 田 市）27.11.24（88歳）
佐伯ともえ  様（益 田 市）27.11.24（73歳）
奥野　修平  様（美 郷 町）27.11.27（85歳）

森脇　和子  様（松 江 市）27.11.29（88歳）
寺井　重隆  様（益 田 市）27.11.30（96歳）
稲田　悦朗  様（松 江 市）27.11.30（83歳）
規家　文雄  様（松 江 市）27.12.  1（83歳）
荒木　益雄  様（出 雲 市）27.12.  2（82歳）
中本可壽子  様（浜 田 市）27.12.  3（88歳）
日野　隆義  様（出 雲 市）27.12.  3（81歳）
吉賀　靖儿  様（邑 南 町）27.12.  4（83歳）
栗原　健治  様（出 雲 市）27.12.  5（84歳）
北井　睦郎  様（出 雲 市）27.12.  5（81歳）
花田　文人  様（浜 田 市）27.12.  6（66歳）
堀江　康正  様（出 雲 市）27.12.12（90歳）
岡野　良夫  様（松 江 市）27.12.18（84歳）
竹下　文子  様（出 雲 市）27.12.19（88歳）
原　シズエ  様（益 田 市）27.12.21（86歳）

❖
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

 

今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
請
求
率
は
、
一
月
八
日
現
在
で
教
互
会

員
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
ま
た
県
互
会
員
は
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
が
近
づ
き
ま
し
た
の
で
、
受
診
を
終
え
た
方
は
、

忘
れ
ず
に
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

ま
た
、
今
年
度
の
補
助
金
対
象
者
に
決
定
さ
れ
た
方
で
、
都
合
に
よ
り
受
診

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
退
職
会
員
等
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
金
は
、
一
昨
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
事
業
で
す
。
健
康

づ
く
り
や
文
化
活
動
な
ど
幅
広
く
助
成
が
受
け
ら
れ
、
多
く
の
方
々
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

助
成
金
の
申
請
は
、
年
齢
に
よ
る
制
限
な
く
、
退
職
互
助
医
療
に
加
入
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
方
か
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
月
八
日
現
在
で
、
教
互

は
一
割
弱
、
県
互
は
四
分
の
一
程
度
の
申
請
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
の
で
、
未
だ
の
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
、
領
収
書
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
施
設
入
場
券
の
半
券

等
で
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
料

金
の
記
載
し
て
あ
る
資
料
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
額
の
み
記
載
さ

れ
、
領
収
の
対
象
が
不
明
な
場
合
も
同
様
に
料
金
の
わ
か
る
資
料
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
に
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
の

退
職
互
助
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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